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総合評価 

魅力的で有望な技術であり、今後の進展が期待できる。技術的な実現可能性は実証

できており、フェーズ 1の取り組みとして十分な結果が得られている。残された課題

の解決に向けて継続した研究開発の推進による技術の確立とともに、商品化・サービ

ス化へ向けた資金面・技術面の体制強化を期待する。 
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